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〜ロープワークによる⾼所作業点検をドローン点検へ移⾏します︕〜

技術開発の背景・目的

風⾞ブレードをドローンが⾃動点検⾶⾏
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現場課題の解決
レジリエンスの強化

研究担当部署
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風⾞ブレードの⾃動撮影アプリの特⻑・⽤途02
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●風⼒発電設備の点検業務では、その⼤きさや構造の
都合上、点検員は、⻑時間かつ危険な⾼所作業を伴う
ロープワークなどによりブレードへ接近し、直接目視
による点検を⾏っています。近年発達しているドロー
ンの⾃動操縦によりブレードへの接近撮影を⾏い、取
得した⾼解像度画像の確認により点検が⾏えれば、点
検員の⻑時間にわたる⾼所作業を代替することができ
ます。
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●風⾞各ブレードへの接近⾶⾏・⾃動撮影を市販業務
⽤ドローンで実現します。

●誰でも簡単に操作・理解できるUIで、撮影用の⾶⾏
ルートを⾃動算出できます。

●取得した⾼解像度のブレード画像で
風⾞の外観点検を代替します。

●今年度より現場試⾏をしています。点検員の方から
貰った操作性などのフィードバックをもとにさらなる
改良開発を⾏っています。 

●風⾞ブレードの接近撮影画像は、解像度が⾼く目視
点検の代替が可能です。今後、人の目で多くの画像か
ら異常の有無を確認している作業について、撮影画像
から異常個所を⾃動判定するＡＩ機能の開発・検証に
よりさらなる効率化を図ってまいります。

●現状、人が現地に出向し⾼所作業にて⾏っている設備
点検に対して、ドローンの⾃動⾶⾏技術とＡＩ技術によ
る異常検出技術を組みあわせて、点検の省⼒化、および
安全性向上の実現を目指していきます。

ロープワークによる風⼒発電設備点検の様⼦

風⾞ブレードの⾃動撮影アプリの⾃動⾶⾏動作概要図・アプリの⾶⾏撮影画⾯

異常領域抽出AI結果例

現場試⾏の様⼦


